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日本語 構造的 文 名詞化 形式 文法化 形式の のだ は には の によって を した であり した で、 、

中國語 語 韓國語 對応表現 比 使用頻度ある のだ は スペイン などの のだ の に べ その。 、 、 、 、

高 機能 多樣性 特徵 見 本稿 考察 對象 日本語 文 文末 節末の さや の に が られる の の は の の や に。 、

用 形式 形式いられる のだ である んだ のです んです のである の といった をとる。 。

對応 韓國語 代表的表現 形式名詞のだ に する の としては がある は。 、

指定詞 付 形成 文法化 形式 構造的 面 機能的に が いて されており した である な からも、 。 、

面 類似 表現 會話文 對な からも のだ に している である しかし のだ と は において。 、

応 場合 多 兩形式 使用條件 異 具体例しない が く の は なる をあげる、 。 。



ジョンア 荷物 見 何を て これ、

ユジン 會社首 思 早 荷物わたしどうせ になると うから めに を、 まとめてるのよ

ミニョン 前略 見 一度戻ユジンを て ・・・もう りたいな

ユジン 淚 出 今日このままでは が そうですばやく チェリンに、 會ったんです。

ミニョン ・・・・

・・・・

ユジン 視線 避ミニョンの を けて チェリンにはミニョンさんのことがとても好きなん

です 辛 樣子 氣 毒がっている ・・・ の でした わたしさえいなければ ミニョン。 。 、

付 合さんとずっと き っていたはずなのに・・・

荷物 理由 聞 場面 狀況 關係 首は をまとめているユジンにその を く である その と づけて にな。

思 荷物 說明 對応 一ると って をまとめていると している では のだ に が している。 。

方 對応 二人 別 戻では のだ に が していない は は れており ミニョンは りた、 。 、

言 別 話 切 出 場面 聞 手い と っているが ユジンは の を り している である また き にわからせる、 。 、

好 旣定 事態 提示 先行ために チェリンがミニョンのことが きだ という の を している このように。

文脈 狀況 關係 考 話 手 話題 轉換 聞 手 知と に しているとは えにくく し が を させるために き が らな、

旣定 事態 提示い の を している。

先行文脈 狀況 關係 明確 先行文脈 狀況 關係 明確は と の づけが であるが は と の づけが で、

先行文脈 狀況 關係 度合 差 生はない このように と の づけの いによって のだ と に が。 、

じる。

本稿 文法化 機能 分類 對応關係 明では における のだ の を し のだ と の を らかに、 、

使用條件 違 考察し のだ と の の いを する、 。

先行硏究 課題の

宋承姬 用 事態 客觀性 違 注目 個別は のだ と が いられる の の いに し のだ は、

的事象 一般的事象 表 分 一般的事象 典型的 一般的心理 社を は を すと けている は な。 、
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會的習慣 規範 自然 用 個別的事象 話 手 特定であり は に いられるが は し がある の、 、 、

狀況 獨自 認識 事柄 用 述において に した であり は いられないと べている、 。

太陽 東 昇は から るのだ。 宋承姬

實 私 韓國人あの は ・・・、 、 なんです。

宋承姬

本稿 個別的事象 否 使用 左右 考 次では であるか かは の を するものではないと える、 。

個別的事象 用 例 宋承姬の のように であるが が いられる があることからも の、

指摘 不十分が であることがわかる。

結婚 私 兄弟できない たち。 だったのよ。

先行文脈 狀況 關係 個別的事象 旣定 事態 提示 場合このように や と づけて を の として する には

用 從 個別的事象 用が いられる って であれば が いられないというわけでは。 、

ない。

印省熙 根據 基 推量 行 確信 判斷 機能は について に づく を い のある をする を、 、

持 話 手 心情 事實 文 對応 指摘つが し の と をのべる の のだ には しないと している、 。

前略 橫 面 張おれはそのたびに っ を りとばしてやりたくなるのだった。

印省熙

印省熙 言 用 場合 用が うように は いていない しかし この を いる、 。 、

心情 事實 述 文 使用 先行文こともできる や を べる すべてに を できないわけではない。 。

脈 狀況 關係 心情 事實 述 文 用 使用や と づけて や を べる では が いられやすい の。

先行文脈 狀況 關係 要因 重要 考において や との づけという が であると えられる。

本稿 比 文法化 進 形式 發達では のだ に べ は が んでおらず モダリティ として し、 、 、

文 先行文脈 狀況 關係 關係ていないため を と と づけやすいか づけにくいかによって のだ と、 、

使用 差 生 考の に が じると える。



文法化 分類における のだ の

多 先行硏究 先行文脈 狀況 關係 基本的機能 先行文脈くの では や と づける のだ は として、 、

狀況 關係 周辺的 派生的機能 扱と と づけにくい のだ は ・ として われてきた しかし いずれも。 、

準体助詞 名詞化 準体助詞 指定詞 文法化 過程の が することによって の だ が していく、

生 機能 文法化 度合 異 從 本稿 先行文脈 狀況で じた であり の いが なるにすぎない って では や、 。 、

關係 先行文脈 狀況 關係 基本的機能と づける のだ と と づけにくい のだ どちらかを とする、 、

適切 考ことは ではないと える。

文法化のだ の

文法化 語彙的要素 特定によると とは が の、

用法 文法的要素 文法的要素 文法的 言語変化において になったり がより になったりするという、

一種 文法化 一方向性 持 文法化 意味変化 方向性 一定の である のプロセスは を つという の の が。 。

方向 向 起 傾向 逆行 考の に かって る があり することはないと えられている は、 。

特徵 一方向性仮說 一方向性仮說 裏付この を とし この を、

言語現象 次 三 擧ける として の つを げている、 。

意味 漂泊化の

脫範疇化

語用論的强化

意味 漂泊化 內容語 元 意味 希薄 消失の は としての の が になり される、

例 例ことである えば という の である。 、 。

彼 金はお がない 言と う。

北海道 雪 降ではもう が ったというニュース

本來 言 意味 誰 發話 言 分離は の う の で かが したことである と と う は できる しか、 。 。

一語化 發話 意味 持 言し は という が しており した という を たなくなっている の、 、 。

述語 機能 發話 意味 連体修飾 機能う は の であるが の という は する の ではなくなり の、 、

持 文法化 進 本來 動詞 逸脫を つようになっている このように が むと の カテゴリーから し。 、 、 、

接續詞的役割 果 移行 脫範疇化を たすカテゴリーへ する これが である。 。

實質的意味 持 前接 語 代用 意味 持 形式の はもともと を たないため する を することで を つ で、
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意味 漂泊化 見 文法化 進 準体助詞 逸脫ある の は の が られないが が むと カテゴリーから し。 、 、

移行モダリティカテゴリーへ する。

脫範疇化 例 擧の の の を げる。

空 飛を ぶのが私 夢の だ。

彼 死はいない んだ。 のだ。

空 飛 部分 名詞化 分離 彼は を ぶ を しており のが は の が で される は はい、 。

事態 意味 死 關係 提示 一語化ない という の として んだ ということを づけて しており のだ は、

一語化 說明 話 手 心的態度 表している のだ は して しようとする し の を す のだ である。 、 。

語用論的强化 表現 狀況 下 實際 使そして はある をある の で に、 、

用 際 話者 解釋 次第 語 意味 取 込する の の が にその の に り まれてしまうことである。

行 行 行け け く、 、 んだ

橫斷步道 渡 車 氣を るとき に をつけるのよ。

命令 場面 用 話 手 命令 氣持 表現は の で のだ が いられることで し の の を している、 。

敎示 場面 子供 車 氣 望 一般的 定 提示は の で に に をつける という ましいことが に まっていると、

している。

文法化 意味 主觀的 方向 変化 意味このように おいて が な に することを は の、

主觀化 呼 客体的 捉 實質的 內容 持と んでいる もともとは に えられる な を っ。

語 文 文 連結 形式 接續詞的 役割 果 語 変化た が と の つまりテキスト にかかわる な を たす へと、 、

最終的 命題 對 話者 心的 推論的態度 表 語 変し には に する の もしくは を す へと っていくとする、 、

仮說である。

命題的 槪念的 內容

連結機能的內容テキスト

話者態度表明的內容

図 主觀化

本稿 特徵 文法化 形式ではこのような から のだ を した であるとみなす。



文法化 分類における のだ の

本稿 樣 機能 文法化 過程 分類 含 準体助詞では のだ の 々な を の にそって する のだ に まれる。

實質的意味 持 文法化 過程 從 機能 使用範囲 擴の は を たないが のだ が する に って その や を、 、

張 考してきたと える。

構造的 文 名詞化 形式 文法化 形式 意味的のだ は には の によって を した であり した として、

旣定 事態 表 文法化 從 具体的意味 抽象的 主觀的意味には の を す のだ は に い から ・ へ。 、 、

文 談話 意味変化 見レベルからテキスト・ レベル への が られる。

名詞化 機能 文連結 機能 態度表明 機能 過程 経 機能のだ は の の の という を て が、

擴大 機能 準体助詞 文法化 過程 發達 機能されていく いずれの も の だ が していく で した で。

文法化 度合 異 考 各機能 連續性 持あり の いが なると えられる は を つ、 。 。

名詞化 機能 客觀的 事態 內容 表 命題 文連結 機能 態度表明の は に の を す レベルであり の と の、

機能 主觀的態度 表 文連結 機能 文 文 關係は を すモダリティのレベルである このうち の は と を。 、

同時 話 手 事態 伝 心的態度 表現 從づけると に し が をわかりやすく えようとする も される っ、 。

文連結 機能 名詞化 機能 態度表明 機能 間 位置て の は の と の の に づけられる、 。

名詞化 機能 担 動詞文 形容詞文 名詞化 對比の を う のだ は ・ を の によって することで、 、

性 持 命題 成立 文要素 焦点 当 對立 要素を たせる の にかかわる に が てられており それと する が。 、

否定 焦点 該当要素 對立 要素 否定 話 手 伝 適切される の と する を することで し の えたいことを に。 、

表現 考 名詞化 機能 担することができると えられる の を う のだ はスコープの のだ。 である。

私 別たちは れるのではない 離しばらく れる。 のだ。

彼にあげたのではない 彼女にあげた。 のだ。

事態 方 焦点 当 事態 解釋 別 正は のあり に が てられており ある の として れる は しくな、

離 解釋 正 表 行爲 對象者 焦点 当く れる という が しいと している は の に が てられてお、 。

對象者 彼 彼女 表 完全り は ではなく だということを している このスコープの のだ は、 、 。

一語化 言 野田 述に されているとは えない が べるように スコープの のだ は の だ。 、 、

持 機能 変質 使 近 考がそれぞれの つ が することなく われており の だ に いものであると える、 。

名詞文 場合 對比性 含 名詞文 必 用 必要 例の もともと を んでおり に のだ を ず いる はない、 、 。

私 學生 場合 對立 私 會社員 成立 含意えば は だ といった は する は だ は しないことが され、 、 私

學生 場合 私 會社員 事態 成立 含意は ではない といった は は だ といった が することが され、

名詞文 用 私 學生る に のだ を いる は。 なんだ 自分 學生 提示は が であることをことさらに す。 る

野田 名詞化 機能 組成 近 完全 一は スコープの のだ は の をもつ の だ という のままに く に、 、

語化 述していないと べている。
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必要 場面 發話 話 手 心的態度 表 用 考がある で しており し の を すために のだ が いられたと え、 る。

名詞化 機能 對立性 意味合 消失 分析しかし する の のだ には の いが しており の だ に、 、

文連結 機能 担 見 文連結 機能 担 文連結できない の を う のだ も られる の を う のだ を の のだ。

呼 文連結 構文的 文 名詞化 加 文 先行文脈 狀況 關と ぶ の のだ は には を し それに えて を や と。 、

係 示 働づけられていることを す きがある。

顔 赤 酒 飮が いなあ お を む。 んだなあ。

上 日本 菓子 見テーブルの に のお を て

日本 行 來へ って たんだ。

聞 手 顔 赤 理由 酒 飮 提示 用は き の が い として お を んだ ことを しているとき のだ が い、

日本 菓子 置 關係 誰 日本 行 推論られる は のお を いてあるのと づけて か へ ってきたことを。 、

用 話 手 伝 表現しているとき のだ が いられる このように し が えたいことをわかりやすく する、 。

用ために のだ が いられる、 。

文連結 機能 名詞化 機能 持 對立性 意味合 希薄化 名詞化 機能の では の が つ の いが しており の、

文連結 機能 關係 範疇 擴大 名詞化 機能 對立より の のほうに のだ の づけの が されている の では。

關係 限 文連結 機能 事情 理由 說明 言 換 具体化 推の づけに られているが の では ・ の い え、 、 、 、

論 關係 見 文連結 文法化などの づけが られる つまり スコープの のだ より の のだ のほうが。 、

過程 進の において んでいるのである。

文連結 機能 擴大 話 手 狀況 把握 事態 推察 判斷 基そして の をさらに し し が を し を した に、 、 、

話 手 心的態度 表明 用 考づいて し の を するために のだ を いることができると えられる のだ、 。

機能中 話者 態度表明 機能 最 文法化 進 考 態度表明の の の を も が んだものとして える の のだ、 。

文 先行文脈 狀況 關係 捉 用 談話的狀況は を や と づけているとは えにくく のだ を いることで、 、

話 手 心的態度 表 態度表明 呼 態度表明において し の を すことができるため の のだ と ぶ の、 。

語用論的 强化 表現 語用論的强化 表現 狀況 下 實のだ は に された である とはある をある の で。

際 使用 際 話者 解釋 次第 語 意味 取 込 態度表明に する の の が にその の に り まれることである の。

例 擧のだ の を げる。

子 早 寢いい は く るんですよ。

雨 降が っているんだ

一般的常識 從 望 話 手 意図 子 早 寢は のために ったほうが ましいという し の から いい は く、

旣定 事態 提示 雨 降 旣定 事態 氣る という の を している は が っている という の を づいたこ。

表現 雨 降 目 前 狀況 描寫とを している が っている は の の をそのまま するものであるが のだ。 、



用 話 手 事態 對 解釋 表 特定 事態を いることで し の に する が されている このような のだ は の、 。

關係 考 話 手 心的態度 發話狀況 話 手 意図と づけているとは えにくく し の や で し のなんらかの を、

表 用すために のだ が いられるのである、 。

氏家 態度表明 文 江戶期 出現によると の のだ は にあまり していなかったという つ、 。

通時的 名詞化 機能 文連結 機能 先 現 話者態度表明 機能 擴まり にも の と の のほうが に れ の へ、 、

大 考していると えられる。

文法化 比較における のだ と の

文法化の

通時的 機能 擴大 二 分類は に の が していくとし を つに している、 。

派生語 先行形式 名詞性付与のように に

語彙的意味 付与を

先行形式 密接 結合と に する

命題全体 叙法的意味 付与に を

先行形式 後行形式 結合 制約 先行形式 後行形式また は と との に がないが は と、 、

結合 制約 統語的制約 多 語彙的機能との に があるという このように が くなるということは から。

文法化 進 考が んだのだと えられる。

例 擧と の を げる。

彼 稼 稼 稼が いだ ぐ ぐ のはすごい。

彼 稼 財産が いだ はすごいだろう のだ。

語彙的意味 財産 代用 先行形式 結合 制約の は の を し との に がない の、 。

未來 表 連体形 結合 一語化 表現 推測 說明は を す に と が し した であり ・ のモ、 、

機能 持ダリティ を つ。

中世韓國語 硏究 世紀 生産的 世紀も の の で は に であったが に、 、

機能 持 發達 述なって モダリティの を つ が していると べている は のだ のよう、 。
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通時的 文法化 進に に が んでいるのである。

先行形式 文法化 段階 異 考また は のテンスによって の が ると えられる、 、 。

韓國語 名詞 文法化 段階 分類 第 段階 依存名詞 段階 第 段階 接は の の を に する は の は。 、

語化 段階 第 段階 語尾 助詞 接尾辭化 段階 機能語 機能語 変で は の で がより に わ、 、 、 、

述ると べている。

文法化段階 具体例 擧の の を げる。

依存名詞

私が した する する の 宿題は だ。

接語化 段階

私 宿題は を した する のだ。

接尾辭化

私 宿題は をするのだ の。

通時的 形式 動詞活用 語尾 変 述は にモダリティ から の へ わると べている の。

変化 形式 動詞活用 語尾 変化への もモダリティ から の へ するのである。

動詞活用 変化と は の へ できない したがって。 、 より のほ

文法化 進 考うが が んでいると えられる 。

以上 付 文法化 形式のように は に が いて した である も のだ、 。

同樣 具体的意味 抽象的意味 機能的形式 変化 言と から へ より へ してきたと える、 、 。

對応關係のだ と の

通時的 文法化 形式 各形式 機能別 文法化 段階 異のだ と は に した であり の に の が、

文法化 度合 比較 文法化 過程ることがわかった のだ と の の いを するために の にお。 、

機能 對応 否 明ける のだ の に が するか かを らかにする。

機能 名詞化 機能 文連結 機能 態度表明 機能 擴大のだ の は の の の へ している、 。

各段階 機能 對応關係このような のだ の の と の をみていく。

本稿 魔女 宅急便 日 韓譯 秋 童話 韓 日譯 日本語版 韓國語版 對象では の と の の と を

も 一語化 認は しておると めているが、 一語化 認は していると め

ていない。



對応關係 分析 對応 否とし のだ と の を する のだ に が しているか かにつ、 。

詳細 表 示いての を に す。

表 對応關係のだ と の

スコープの のだ

例

文連結の のだ

例

態度表明の のだ

例 合計

對応 非對応 對応 非對応 對応 非對応

例 例 例 例 例 例
例

例 例 對応 例のだ は は であった のだ に が しているものは、 。

對応 例 比しかなく のだ に が していないものは であった に べ のだ、 。 、

使用數 顯著 多 使用制約 强 考の が に い のほうが のだ より が いと えられる。 。

機能 分類 結果のだ の ごとに した をみる 對応 場合と のだ に が している は ス、 、

例 最 多 文連結 例 態度表明コープの のだ は で も かった の のだ は で、 。 、

例の のだ は であった。

以上 文法化 機能 對応のことから におけるいずれの においても のだ と が してお、 、

類似 最 用り しているといえる しかし スコープの のだ に が も いられやすい ま、 。 、 。

態度表明 文連結 用 態度表明た の のだ より の のだ に が いられやすい の のだ、 、 。

最 用 明 文法化 進に が も いられないことが らかになった が むにつれ のだ と。 、

相違点 目立の が つのである。

本稿 比 文法化 進 各機能 間では のだ に べ は が んでいないため の に と、 、 、

對応 差 考の に があると える。

機能別必須性のだ と の

機能 必須性 異 名詞化 文連結 態によっては のだ と の が る の のだ の のだ、 。

度表明 順 必須性 差 大 思 各段階の のだ の に のだ と の の が きいと われる のだ の の。

機能 必須性 考察と の を する。

名詞化 機能 名詞化 機能 動詞文 形容詞文 名詞化まず の である の は ・ を の によって す、 。 、

對比性 持 次 例 名詞化 機能 持ることで を たせる の は の を つスコープの のだ である。 。

用例 少 話題 特殊性 名詞化 機能 持 對立性 意スコープの のだ の が ないのは の によるものである の が つ の。

味合 明確 場面 多 使用 必須性 高 予測いが な ではスコープの のだ が く されており も いと される、 。
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來ウンソ たまにはここに てる、 のか 昨日 來もしかして ここに てた、 のか

責あんたを めているんじゃないの。

はあ いけない ごめん ごめん、

許 卵 狙して あなたの を った、 んじゃないのよ

來 旣定 事態 前提 焦点 当は ウンソがここに ている という の を に いつ に が てられてい、

昨日 焦点 当 用 命題る たまに と に が てられており のだ と が いられている の。 、 。

成立 關 文要素 焦点 当 對立 要素 否定 話に わる に が てられており それと する が されることで し、 、

手 伝 知 適切 表現 話 手 意図の えたいこと・ りたいことを に することができる と は し の。

適切 伝 用 聞 手 誤解 可能性を に えるため のだ と が いられている き が される のある、 。

部分 排除 責 狙 焦点 当 否定 他 事態 存在を するのに めている と った に を てて し の が するこ、 、

對比 名詞化 機能 持とを させている このように のだ と はいずれも の を っている。 、 。

兩形式 必須性 異 思 情報 聞 出 聞 手 質問しかし の が ると われる と は を き すため き に、 。

場合する である。

いつやむのかな 心配ママ してるだろうな・・・、

どうして泣くの 兄お ちゃんがどうして泣くの

必須 必須と では のだ は であるが は ではない と に を、 。

用 詰問 表 用いると のニュアンスを すようになるため いないほうがいい、 。

對応 必須性スコープの のだ に は しやすいが スコープの のだ より の は、

高くない。

次 文連結 機能 持 必須性 名詞化 機能 持に の を つ のだ と の をみていく の を つ、 。

の 先行 部分 名詞化 後行 部分 結によって の を し の と びつけることができる、 、 、 。

自分 似合 彼 自分 好テソクと はとても わないカップルだ そんな が のことを きであることが。 、

不思議 思 背景 外見 心 惹に えた しかし ウンソはテソクの や に を かれたのではない もっと。 、 。

正直 言 好 申 譯 愛 許に うと きじゃない テソクには し ないが ジュンソへの が されることのな。 、

愛 受 入 自分 齒止い であるため テソクを け れることによって に めをかけかたかった、 、 ので



す 許 愛 向 自分 暴走 止されない に かう の を めたかった。 のだ。

好 付 合 理由 述ではウンソはテソクが きでもないのに き う について そのわけを べてい、 、

用る のだ も も いられている。 。

次 聞 手 間違 考 訂正 場面の は き の った えを させる である。

急キキ あら あんなに かせたくせにいざとなったらぐずつくのね、 。

違 旅立 愼重 嚴 行 思ジジ うよ ちはもっと に かに うべきだと う。 んだよ。

ジジ

言 對 違 答 否定 關係ジジはぐずつくと われたのに して う と えている しているのと づけ、 。

旅立 關 話 手 考 述て ち に する し の えを べて わからせようとしている、 、 。

同樣 名詞化 機能 擴大 先行文脈 狀況 事態このように も のだ と の を し や とある、 、

關係 機能 持を づける を つ。

文連結 比 必須性 度合 低 推測 必須性しかし の のだ に べ の の いは いと される が、 、 。

高 文連結 對応 例い の のだ に が しない もみられる。

入あるアパートに って

部屋ここ わたしの な、 の 驚 目ジュンソは いた でユミをみた。 。

數日前 引 越にここに っ してきたんです 急 引 越 空いで っ そうとしたらここしか いてなく。 て。

惡 近 學校 近でも くないでしょう ジュンソのアトリエからも いし からも いし。 、

誰 氣 話 手 提示では のアパートであるか になっているジュンソに し ユミのものであることを

關係 引 越 具体的 說明 必須し それと づけて っ した ことを に している のだ は であるが、 、 。 、

必須は ではない。

狀況 對 行 事情 說明はユミがいない に して ソウルに った という を している のだ は、 。
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必須 必須であるが は ではない、 。

車 降 座 氣 見 瞬間から りたジュンソはベンチに っているウンソに づいた ウンソを た ジュン。 、

息 詰ソは が まってしまった。

ウンソ

兄 來 留守お ちゃん ・・ごめんね ここまで ちゃった ユミさんは みたいね。 。 。

口元 笑 浮 方 見に みを かべながらウンソはカフェの を た。

行あ ソウルに った、 んだ。

以上 關係 關係 制約 强 考のことから のだ による づけより による づけのほうに が いと

使用範囲 顯著 廣えられる のだ の が に いのである。 。

最後 最 性 高 話者態度表明 機能 持 態度表明に もモダリティ が い の を つ の のだ と、

必須性 態度表明 場合 對応 特定 事態の をみていく の のだ はほとんどの が しない の。 。

關係 考 話 手 心的態度 必須性 高と づけるとは えにくく し の によって のだ の は いが、 、

必須性 例 多 見の はない が く られる。

俺 図はなとても 々しいんだ 構 自分だから どんなものでもお いなしに がほしいものな。 、 、

何 手 入ら でも に れてしまうんだ 嫌 他人 押 付 前 俺そして いなものはぜんぶ に し ける お も に。 。

押 付し けろ

話 手 聞 手 知 旣定 事態 提示 場面 必須では し が き が りがたい の を する である のだ は であ。

用るが は いられない、 。

話 手 怖 旣定 事態 提示では し が い という の をことさらに しようとしている。

俺 現 俺 會 行 續が れなければ ウンソは に うために き けてくれるんじゃないかな テソ、

俺 怖ク い、 、 んだ 怖どうにもできないほど い。 んだ

必須 必須性 低 用 心配のだ は であるが の は い で を いると しな、 。 、



行 怖 行 解釋 話 手いから かないのではなく いから かない と されやすい つまり は し、 。 、

心的態度 表 態度表明 機能 名詞化 機能 强 對比性 意味合 持の を す の ではなく の が く の いを ち、 、

やすい。

態度表明 對応 例 見の のだ に が する はまれであるが られる、 。

社長 行 考へこたれちゃだめよ へこたれちゃだめ キム のところに かなくてすんだことだけ。 。

直えよう やり す。 のよ 何あたしは でもできるわ。 。

話 手 直 望 自身 言 聞 場面 話は し が やり す のが ましいと に い かせる である ことさらに し。

手 意志 提示 用 今後 聞 手 必要の を するために のだ と が いられている き を としない。 、

要因 關係 檢討 必要が しているかどうか する がある。

文法化 機能 對応 類似におけるいずれの においても のだ と は しており している、

機能 比 必須性 低 明が いずれの においても のだ に べ の が いことが らかになった、 、 。

文法化 度合のだ と の の い

文法化 過程 名詞化 機能 文連結 機能 態度表明 機能別のだ の の における の の の に、 、

對応關係 必須性 違 考察の および の いを した。

文法化 機能 對応 類似におけるいずれの においても のだ と は しており している、

機能 必須性 異 名詞化 文連結が いずれの においても のだ と の が る の のだ の、 。 の

態度表明 順 必須性 差 大 注目 文だ の のだ の に のだ と の の が きいことが される。

法化 進 兩形式 相違点 目立が むにつれ の が つのである より のだ のほうがモダリ、 。

形式 發達 考ティ として していると えられる。

使用條件 異 原因 文法化 度合 關係 文連のだ と の が る は の いに している のだ は。

結 機能 態度表明 機能 發達 名詞化 機能 强 殘の と の まで しているが は の が く ってお、

文連結 機能 態度表明 機能 定着 比り の や の としてまだ していない つまり のだ に べ、 。

文法化 進 使用制約 强 考は が んでいないため が いと えられる、 。

本稿 文法化 度合 異 指摘 關連 堀江では のだ と の の いが るという と するものに、

堀江 比 文法形式 構文 定着度 低がある は の に べると は ・ としての が く。 、 、

完全 文法化 指摘 實質的意味 持に していないと している の は を たないが は もの とい。 、

意味 持 違 影響 文法化 過程 完全 機能語う を つとしう いが しているという の で に になりきってい。
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語彙項目 文法的機能 元 語彙的意味 制約 現象ない の が 々の によって される から のだ より、

制約 推測のほうに があると される。

今後 課題の

對応 韓國語 形式 分析 必要 堀江 日本語 方 形のだ に する の について する がある は の は。

式 多 機能 持 逆 形式 持 機能 十分 特定 實際に くの を たせたり に コード の つ を に しないまま の、 、

文脈 中 形式 適切 解釋 行 経濟性 志の でその に な を っていくというコードの というべき

向性 見 對 韓國語 方 形式 担 機能 過不足 限定が られる これに して の は に わせる を なく しようと。 、

同型性 志向性 見 述 他する というべき が られると べている のだ に の。

對応 形式 分析 日本語 韓國語 体系に する について し と のモダリティ における のだ に、

位置 明の づけを らかにしたい。

用 場合 對応 例 見 今後また が いられた のだ が しない も られる に、 、 。 、 の

對応 例 分析 性質 追求だ が しない を し の をさらに したい、 。
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要 旨

構造的 意味的 類似 對応 例 多のだ と は にも にも しているが のだ と が しない が、

兩形式 使用條件 違 異 考 本稿 使用條件 違いことから の の いは ると える では のだ と の の い、 。

兩形式 文法化 度合 關係 考は の の いに していると える。

名詞化 機能 文連結 機能 態度表明 機能 共有 必須性のだ と は の の と の を するが その は、 、

異 名詞化 文連結 態度表明 順 必須性 差る の のだ の のだ の のだ の に のだ と の の が。

大 注目きいことが される。

文連結 機能 態度表明 機能 發達 名詞化 機能 强のだ は の と の まで しているが は の が く、

殘 態度表明 定着 比 文法化 進っており としてまだ していない のだ に べ の が んでいないた、 。

使用制約 强 考め が いと えられる、 。

實質的意味 持 意味 持 違 影響 考の は を たないが は もの という を つという いが していると え、

文法化 過程 完全 機能語 語彙項目 文法的機能 元 語彙的られる の で に になりきっていない の が 々の。 、

意味 制約 現象 制約 推測によって される から のだ より のほうに があると される。

文法化 機能語 必須性キーワード のだ 、 、 、 、
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